
持続可能な低炭素社会への挑戦
Sustainable Chemistry

2019年6⽉13⽇

レスポンシブルケア部

住友化学株式会社概要（2019年3⽉31⽇現在）2

会社名 住友化学株式会社
本店所在地 東京都中央区新川⼆丁⽬27番1号
創業 1913（⼤正 2）年 9⽉22⽇
営業開始 1915（⼤正 4）年10⽉ 4⽇
設⽴ 1925（⼤正14）年 6⽉ 1⽇
売上⾼ 2兆3,185億円
資本⾦ 897億円
従業員数 6,096名

（連結対象会社合計 32,542名）

https://www.sumitomo-chem.co.jp/company/about/

三沢⼯場

千葉⼯場

岐⾩プラント岡⼭プラント

⼤分⼯場

愛媛⼯場
⼤江⼯場

⼤阪⼯場

https://www.sumitomo-chem.co.jp/company/about/

愛媛県新居浜の別⼦銅⼭で、
銅精錬の際に⽣じる排出ガスに
よる環境問題を解決するため、
排出ガスから肥料を製造する
「住友肥料製造所」を設置。

住友化学の事業の発祥
⽣産拠点



住友化学グループの事業 3

33%

12%
17%

15%

21%

その他
2
%

⽯油化学部⾨
豊かな⽣活の実現に役⽴つ基礎原
料や合成樹脂を提供し、⼈々の暮
らしを⽀えています。

エネルギー・機能材料部⾨
地球規模の課題である環境・エネルギー
問題の解決に、機能性材料で貢献してい
ます。

情報電⼦化学部⾨
⾼度化するＩＴ社会に先端技
術で応えています。

健康・農業関連事業部⾨
より豊かで持続的な⾷糧の安定供給、
⼈々の健康、そして環境負荷の低減
に貢献しています。

医薬品部⾨
⼈々の健やかで豊かな
暮らしを、⽇々⽀えています。

https://www.sumitomo-
chem.co.jp/ir/library/investors_handbook/

2018年度 連結売上
2兆3185億円

住友化学の低炭素社会への取組み 4

製品のライフサイクル全体にわたって、
安全・環境・品質を確保する

「レスポンシブル・ケア」活動のひとつとして推進

平成20年11⽉より、環境省エコ・ファースト制度に
総合化学会社として参画中。

1.  ⾃社技術を活⽤した化学物質管理と
リスクコミュニケーション

2. 環境負荷低減につながる管理技術の
開発と応⽤（排⽔処理）

3.  持続可能な社会の実現への貢献



低炭素化実現に向けた組織・体制 5
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レスポンシブルケア委員会
委員⻑：社⻑

8⼯場2研究所

気候変動対応専⾨部署
（2010年開設）

全社横断「エネルギー管理者会議」を通じた
双⽅向コミュニケーションによる

部⾨を超えた、徹底的省エネ活動

CSR

各事業部⾨

IR

内容

省エネ・GHG削減の取組み

製品・技術による貢献
〜Sustainable Solutions〜

低炭素社会に向けた挑戦
〜今後の継続〜
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全社横断 エネルギー管理者会議（2010〜）

課題の共有と議論の場
全社での⼤きなPDCAを回す機会
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事務局 RC部（気候変動対応）
メンバー 各事業所（正・副）22名
オブザーバー 各部⾨、⽣産技術部、技研部、CSR推進部

＜実績＞
Face-to-Face会合 ：年2回（9⽉、2⽉）
外部講師による学びの機会提供 ：エネマネ事業者による補助⾦活⽤(2017)

ISO50001導⼊(2018)
省エネ関連情報提供 ：約10回（2018年度）
事務局からの事業所訪問 ：約10回（2018年度）
関連会議での再エネ発電施設⾒学

全社横断 エネルギー管理者会議（2010〜） 8

寄せられた課題、議論・横展開された案件
・LED化をどう進めるか
・電⼒⾃⼰託送
・補助⾦活⽤
・副⽣重油の取扱い
・構内研究所の省エネ
・SDMの機会を捉えた

省エネ機器への更新
・⼤型SDMによる原単位低下をどうカバーするか

 8年間に渡り、コツコツと省エネ案件を積み上げ
各事業所のエネルギー管理者は、悩みを解決するた

めの⼤きな協⼒者を得ると共に、全社的視点を獲得



全社の省エネ活動 代表事例 9

LNG化と⾼効率CGS導⼊
(三沢⼯場）
CGSの⾼経年化更新にあわせて、
燃料転換を図り、省エネとCO2
排出量低減を両⽴

蒸気削減、熱回収
（愛媛⼯場）
サードパーティを活⽤し、スチームア
プリケーションの最適化とエネルギー
回収に着⽬した省エネ診断を実施

過剰蒸気削減（千葉⼯場）
溶媒混合製品にスチームを導⼊し
溶媒を揮発除去させるための
スチーム投⼊ノズルの最適化を実施

ガスタービン更新（⼤阪⼯場）
⾼経年化したCGS2台を⾼効率CGS
1台に統合して更新
★環境共創ｲﾆｼｱﾁﾌﾞ(SII)補助⾦

製造設備の蒸気削減
(⼤分⼯場）
熱交換器の増設による熱回収、及び
蒸留塔の還流⽐を下げたことにより、
蒸気使⽤量を削減

省エネ効果
合計10,000kL

愛媛⼯場省エネ診断 10

ﾌﾟﾚ診断 契約・事前準備 本診断 成果の報告 省エネに寄与

累積投資千円

累
積
効
果
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2
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〜診断の着眼点〜
 スチームアプリケーション最適化

リボイラ（熱交換器）、ストリッピングスチーム等
全てのスチームアプリケーションを診断

①突発故障のリスク低減（安全運転）
②省エネルギー、熱効率の向上
③ホットオイルと蒸気との加熱コスト⽐較

 コンデンセート・廃熱回収
エネルギーの回収、再利⽤先の発⾒と創造
コンデンセート、廃熱等、ロス量の定量化

エネルギー管理者会議の場で全⼯場に内容共有、⼀部横展開



実績：原単位指数の推移

住友化学単体はエネルギー, CO2共に⽬標を⼤きく
上回る改善結果で推移中

グループについてもエネルギー, CO2共に⽬標に向
けて順調に推移中

11

内容

省エネ・GHG削減の取組み

製品・技術による貢献
〜Sustainable Solutions〜

低炭素社会に向けた挑戦
〜今後の継続〜
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Sumika Sustainable Solutions (SSS)
スミカ・サステナブル・ソリューション

住友化学グループは2016年度より、温暖化対策、環境負荷低減などに貢献する製
品・技術を“Sumika Sustainable Solutions” として認定することとしました。
それらの開発・普及を促進することにより、持続可能な社会を構築するためのソ
リューションを提供し、SDGsの達成に貢献したいと考えています。
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Sumika Sustainable Solutions の⽬的 14

① 事業を通じたSustainableな社会の実現への
積極的な貢献

② Sustainabilityへの貢献の「⾒える化」による
社員の意識向上

③ Sustainabilityを軸にした将来の成⻑機会を、
投資家をはじめ社会に向けて積極的に情報発信

研究所
⼯場

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
会社

事業部
⾨窓⼝ 事務局

認定
委員会

認定

認定の流れ



要件とSDGs

http://www.sumitomo-
chem.co.jp/csr/process_
product/
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認定製品の例（温室効果ガス削減） 16



製品貢献 17

売上規模を早期(5年間)に倍増

認定製品・技術の売上⾼
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倍増
2756億円

3357億円

44製品
21製品

製品の排出削減貢献量

44製品・技術により約5,300万t-CO2e削減

・⽇化協 cLCA-WG創設時より参加。
・各種ガイドライン・事例集の制作に携わると共に、

これらを活⽤して算出。
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認定証授与式 19

第2回 2017年7⽉28⽇

第3回 2018年7⽉23⽇

社内外への啓発活動 20

業務ラインを通じた説明会 2017年度 全事業所で実施
グローバルサステナビリティ活動の⼀環として特設サイトへの資料提供

20

◆社内外での講演会・説明会 2017〜2018年度 約30回



内容

省エネ・GHG削減の取組み

製品・技術による貢献
〜Sustainable Solutions〜

低炭素社会に向けた挑戦
〜今後の継続〜
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トップコミットメント

私たちは、化学の⼒で⼈類社会が抱え
る課題の解決と豊かさの追求に貢献す
ることを、⽬指す姿としているのです。
代表取締役社⻑ ⼗倉雅和

22

企業版パリ協定 ⾦融安定理事会が設置し
たタスクフォース

投資家を代表する国際
NGO

2018.10に当社の中⻑期
温室効果ガス削減⽬標が
総合化学会社として初め
てSBTとして認定された。

2017.6に国内で初めて賛
同を表明。気候変動関連
のリスク・機会等の情報
を開⽰することを約束。

2019.1に⽇本の総合化学
会社として初めて、気候
変動への取組が優秀だと
してA評価と認められた。



グループ内浸透に向けて 23

社内報１⽉号への掲載 特設サイトへの説明資料掲載

攻めの取組みを⽀える活動は、地道なものばかり。
各社様と共に化学業界のプレゼンス向上に⼀層貢献したい。

住友化学は、今後も、GHG排出量の削減を継続的に進めていくととも
に、SDGsなどの社会課題の解決に積極的に取り組んでまいります。

24

ご清聴ありがとうございました。


